















































図 1. [11C]PBB3 の合成 



















































(a) 血漿:投与後 1 分；(b) 血漿:投与後 5 分；(c) 脳:投与後 1 分；(d) 脳:
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  1) [11C]PBB3の炭素 11による標識合成法を確立した。本研究では、水酸基に保護
基を導入した化合物を標識原料として使用し、11Cメチル化及び脱保護反応を行うこと
により、効率的かつ安定した[11C]PBB3の合成に成功した。[11C]PBB3注射液は自動合











  3) [11C]PBB3の代謝経路を推定し放射性代謝物を同定した。マウスでの実験では、
投与後 1分以内に 90 %以上が放射性代謝物として検出され、主な代謝物が硫酸抱合体
であった。一方、投与後 1分時点のマウス脳では、80 %以上の放射能成分は[11C]PBB3
であり、代謝物がわずかであった。これらの結果から、[11C]PBB3が良好の脳移行性を
示し、その放射性代謝物の脳移行性が低いことが示された。また、ヒト血液でも、マ
ウスと同様の代謝物を検出した。よってヒトでもマウス同様、[11C]PBB3は投与後速や
かに脳へ移行するが、主放射性代謝物である硫酸抱合体は脳への移行性が非常に低い
ことが明らかとなった。 
 以上の研究により、[11C]PBB3の臨床使用に適した定常製造及び安定供給を行うこと
ができ、これまでに安定した収量と品質で 200 回以上の臨床使用への提供を達成して
いる。本研究で確立した製造技術は、[11C]PBB3によるタウ蛋白イメージング研究の発
展に大いに貢献した。 
 よって、本論文は博士（薬科学）の学位論文として合格と認める。 
